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これまで申請者は、ポリマーの主鎖として poly(2-hydroxypropyl methacrylamide) (PHPMA)、側鎖として

poly(propylene oxide)を用いたグラフトポリマーが、30 nm 程度の短いシリンダーミセルを形成すること、ま

た、ポリマー濃度を増加させると時間の経過と共にミセルの長さが増大することを見出している。成長したシリ

ンダーミセルを TEM で観察し、Lw/Ln(長さの分布)を調べたところ、Lw/Ln = 1.4 程度でありミセルの長さが制

御されていることが判明している。通常のミセル間融合であれば、逐次重合のように長さの分布が Lw/Ln = 2
となるが、ミセル成長が通常のミセル系とは異なる事を示唆しているが、その成長メカニズムについて明らか

になっていない。 
そこで、本課題では、高速 AFM を用いて溶液中でのミセル成長過程を追跡し、その成長メカニズムを明らか

にすることを目的とした。以下に得られた成果を記載する。 
 まずミセル融合を観察する前に、高速 AFM によりミセルを観察できる条件を検討した。その結果、HOPG 基

板上で塩を添加することにより再現良くミセル状の集合体を観察できることを見いだした。その集合体の高さ

は、約 10nm 程度であり、TEM や小角 X 線散乱測定結果から得られる直径と同程度であった。 
 観察条件を見出した後に、ポリマー濃度を上げて、ミセル間での融合の観察を行った。その結果、棒状ミセ

ル間が単純に近接するだけではミセルの融合は進行せず、ミセルの末端間が近接したときのみにミセル間で

の融合が進行することが明らかになった。TEM や小角 X 線散乱ではミセルの長さが変化する情報は得られ

るが、どのような過程でミセル成長するかについては情報を得ることができない。従って、本課題の実施によ

って、高速 AFM を用いた可視化によりミセル成長のプロセスの一部を明らかにする事が可能となった。 
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